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「
覚
書
」
と
し
て
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

以
下
、
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
、
歴
史
と
文
化
に
焦
点
を
し
ぼ
っ
て
ま

と
め
て
い
き
た
い
。

一
．
歴
史

　（
一
）
大
竹
祖
納
堂
儀
佐

　

大
竹
祖
納
堂
儀
佐
は
、
十
四
～
十
五
世
紀
頃
に
実
在
し
た
と
さ
れ
る
歴

史
上
の
人
物
で
あ
る
。
そ
の
実
像
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
は
っ
き
り
と
は

し
て
い
な
い
が
、
残
さ
れ
た
文
献
史
料
や
民
話
、
伝
説
な
ど
を
補
助
資
料

と
し
て
大
竹
祖
納
堂
儀
佐
に
つ
い
て
ま
と
め
た
の
が
、「
西
表
を
ほ
り
お

こ
す
会
」
の
石
垣
金
星
氏
で
あ
る
。
氏
は
『
西
表
民
謡
誌
と
工
工
四
』

（
二
〇
〇
六
年
）
の
中
で
大
竹
祖
納
堂
儀
佐
に
つ
い
て
次
の
三
点
に
ま
と
め

て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
大
竹
祖
納
堂
儀
佐
時
代
の
西
表
島
」、「
祖
納
に

伝
わ
る
大
竹
祖
納
堂
儀
佐
の
伝
承
」、
そ
し
て
「
鍛
冶
神
で
あ
っ
た
大
竹

祖
納
堂
儀
佐
」
で
あ
る
。

　

第
一
に
、「
大
竹
祖
納
堂
儀
佐
時
代
の
西
表
島
」
で
あ
る
。

　

大
竹
祖
納
堂
儀
佐
に
関
す
る
文
献
史
料
と
し
て
は
、
氏
も
紹
介
し
て
い

る
よ
う
に
、『
琉
球
国
由
来
記
』
巻
二
十
一
「
八
重
山
島
嶽
嶽
名
幷
同
由

来
」
が
あ
り
、
同
『
由
来
記
』
に
「
ヲ
ハ
タ
ケ
根
所
」
と
し
て
記
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
全
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

ヲ
ハ
タ
ケ
根
所　

神
名　

ナ
シ　
　

西
表
村

　
　

ト
ノ
神
名　

ヲ
タ
イ
ガ
ネ
マ
セ
ド
神

　
　

�

右
由
来
ハ
、
上
代
、
当
島
西
表
村
、
祖
納
堂
ト
云
フ
人
ア
リ
。
其
高

西
表
島
に
関
す
る
覚
書

今
　
林
　
直
　
樹

は
じ
め
に

　
「
西
表
島
」
と
書
い
て
「
イ
リ
オ
モ
テ
ジ
マ
」
と
読
む
。
こ
の
エ
キ
ゾ

テ
ィ
ッ
ク
な
響
き
を
持
つ
西
表
島
は
、
八
重
山
諸
島
で
最
も
大
き
な
面
積

を
持
つ
島
で
あ
り
、
近
代
以
降
、
様
々
な
学
問
分
野
か
ら
関
心
を
持
た
れ

て
き
た
。
例
え
ば
、
民
俗
学
の
分
野
で
は
、
西
表
島
祖
納
と
星
立
地
区
に

残
る
節
祭
や
古
見
地
区
に
残
る
ア
カ
マ
タ
・
ク
ロ
マ
タ
（
但
し
、
こ
ち
ら

は
門
外
不
出
の
秘
祭
と
し
て
島
外
の
者
は
観
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、
そ
の
内

容
は
具
体
的
に
は
ま
っ
た
く
不
明
で
あ
る
）
な
ど
で
あ
る
。
歴
史
学
の
分
野

で
は
、
祖
納
地
区
に
残
る
大
竹
祖
納
堂
儀
佐
に
ま
つ
わ
る
史
実
や
史
跡
、

あ
る
い
は
一
五
〇
〇
年
の
石
垣
島
で
発
生
し
た
オ
ヤ
ケ
・
ア
カ
ハ
チ
の
乱

に
際
し
て
王
府
側
に
参
戦
し
、
乱
後
、
王
府
か
ら
「
西
表
首
里
大
屋
子
」

に
任
じ
ら
れ
た
慶
来
慶
田
城
用
緒
に
始
ま
る
錦
芳
氏
慶
来
慶
田
城
一
族
の

歴
史
な
ど
で
あ
る
。
地
理
学
で
は
亜
熱
帯
原
生
林
に
覆
わ
れ
た
自
然
環

境
、
あ
る
い
は
浦
内
川
や
仲
間
川
の
河
口
付
近
か
ら
広
が
る
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
林
な
ど
と
い
っ
た
自
然
環
境
に
関
心
が
持
た
れ
、
そ
し
て
生
物
学
で

は
、
言
う
ま
で
も
な
く
「
イ
リ
オ
モ
テ
ヤ
マ
ネ
コ
」
に
注
目
が
集
ま
っ

た
。

　

本
稿
は
、
こ
の
よ
う
に
様
ざ
ま
な
学
問
分
野
で
注
目
さ
れ
る
西
表
島
に

関
す
る
考
察
を
進
め
て
い
く
中
で
、
必
要
と
思
わ
れ
る
事
柄
に
つ
い
て
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竹
祖
納
堂
儀
佐
の
子
孫
で
あ
る
大
竹
八
重
雄
氏
と
『
西
表
島
の
民
俗
』
の

著
者
で
あ
る
星
勲
氏
か
ら
聞
い
た
話
と
し
て
、
概
略
次
の
よ
う
な
話
を
紹

介
し
て
い
る
。

　

大
竹
祖
納
堂
儀
佐
に
は
ブ
ナ
リ
（
姉
）
が
い
た
。
ブ
ナ
リ
は
、
あ
る

日
、
大
竹
が
、
夜
中
、
寝
静
ま
っ
た
頃
に
な
る
と
い
な
く
な
り
、
朝
方

に
戻
っ
て
く
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
寝
床
は
潮
水
で
濡
れ
て
お
り
、
大

竹
は
船
に
乗
っ
て
ど
こ
か
に
行
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
大
竹
か
ら
「
毎
晩
与
那
国
島
に
行
っ
て
い
る
」
と
打
ち
明

け
ら
れ
、
そ
れ
以
後
、
ブ
ナ
リ
は
大
竹
の
航
海
安
全
を
祈
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

そ
の
後
、
大
竹
勢
が
与
那
国
勢
に
勝
利
し
て
島
を
支
配
し
た
が
、
敗

れ
た
与
那
国
島
の
亡
霊
が
復
讐
の
た
め
に
悪
霊
と
化
し
、
チ
コ
ホ
ウ

（
リ
ュ
ウ
キ
ュ
ウ
コ
ノ
ハ
ズ
ク
）
に
乗
り
移
っ
て
西
表
島
を
め
ざ
し
、
崎

山
の
近
く
に
あ
っ
た
「
ピ
サ
ト
ゥ
村
」
を
祖
納
村
と
思
い
込
ん
で
同
村

を
全
滅
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。

　

石
垣
氏
は
、
大
竹
祖
納
堂
儀
佐
が
西
表
島
と
与
那
国
島
を
往
復
し
た
こ

と
が
事
実
で
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
に
、
そ
の
理
由
が
「
与
那
国
攻
め
の
事

前
調
査
で
あ
っ
た
」
と
し
て
い
る
。

　

な
お
、
上
記
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
は
、
大
竹
祖
納
堂
儀
佐
の
姉
で
あ
る
ブ

ナ
リ
が
与
那
国
島
へ
と
向
か
う
大
竹
の
航
海
安
全
を
祈
願
し
た
こ
と
に
加

え
て
、
与
那
国
島
征
服
後
に
「
悪
霊
の
復
讐
」
に
備
え
て
日
夜
祈
願
を
怠

ら
な
か
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
実
際
に
悪
霊
と
化
し
た
与
那
国
島
の
亡
霊
た

六
尺
余
高
ニ
シ
テ
、
勇
力
人
ニ
勝
タ
ル
人
ニ
テ
、
ヲ
ハ
タ
ケ
ト
云
所

ニ
家
ヲ
作
リ
居
ケ
ル
。
或
時
、
晴
天
ニ
、
森
ニ
登
リ
四
方
ノ
景
気
ヲ

見
渡
ス
ニ
、
西
ノ
方
ニ
島
蔭
幽
ニ
相
見
得
ケ
レ
バ
、
兵
船
用
意
ニ

テ
、
勇
力
ノ
者
、
数
十
人
相
語
ヒ
、
順
風
ニ
帆
ヲ
揚
ゲ
、
与
那
国
島

ニ
渡
リ
、
相
戦
ヒ
討
勝
、
島
ノ
酋
長
ノ
者
二
三
人
生
捕
リ
、
降
参
サ

セ
、
後
ニ
悪
鬼
納
ガ
ナ
シ
御
手
ニ
入
ケ
ル
時
、
其
由
奉
奏
タ
ル
由
、

申
伝
也
。
依
之
、
与
那
国
船
当
島
往
還
ノ
時
ハ
、
西
表
島
ニ
潮
掛
リ

イ
タ
シ
、
彼
ノ
ヲ
ハ
タ
ケ
家
ノ
火
神
ヲ
拝
ミ
申
事
、
今
迄
有
来
ル

也
。

　

こ
の
由
来
に
よ
る
と
、
大
竹
祖
納
堂
儀
佐
は
与
那
国
島
に
攻
め
入
り
、

勝
利
を
得
て
同
島
を
支
配
し
、
後
に
琉
球
王
府
に
同
島
を
差
し
出
し
た
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
大
竹
祖
納
堂
儀
佐
と
与
那
国
島
の
関
係
に
つ
い
て
、

石
垣
氏
は
、
琉
球
王
国
時
代
に
公
用
の
与
那
国
船
が
与
那
国
島
と
西
表
島

祖
納
を
往
復
し
、
祖
納
に
お
け
る
そ
の
指
定
港
が
「
ユ
ヌ
ン
フ
チ
」
で

あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。「
ユ
ヌ
ン
」
と
は
「
与
那
国
島
」
の
こ
と
で

あ
り
、「
フ
チ
」
は
「
港
口
」
の
こ
と
で
、「
ユ
ヌ
ン
フ
チ
」
と
は
「
与
那

国
口
」
を
意
味
す
る
の
だ
そ
う
で
あ
る
。
こ
の
「
ユ
ヌ
ン
フ
チ
」
は
通
称

で
、
当
時
の
西
表
島
番
所
（
現
公
民
館
敷
地
）
の
前
「
ニ
シ
ド
ン
」
に
入

り
込
ん
だ
港
の
こ
と
を
指
す
と
い
う
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
氏
は
西
表
島
と

与
那
国
島
と
の
間
に
は
長
い
交
流
の
歴
史
が
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

第
二
に
、「
祖
納
に
伝
わ
る
大
竹
祖
納
堂
儀
佐
の
伝
承
」
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
続
け
て
石
垣
氏
は
「
祖
納
に
伝
わ
る
大
竹
祖
納
堂
儀
佐
の
伝

承
」
と
題
し
て
、
大
竹
祖
納
堂
儀
佐
と
与
那
国
島
の
関
係
に
つ
い
て
、
大
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摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
竹
富
島
に
は
根
原
金
殿
と
い
う
鍛
冶
神
が
お
り
、

や
は
り
与
那
国
島
支
配
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
残
し
て
い
る
。
で
は
、

な
ぜ
与
那
国
島
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
石
垣
氏
は
、
与
那

国
島
が
当
時
の
世
界
帝
国
で
あ
っ
た
中
国
に
最
も
近
く
、「
豊
か
な
物

資
」
を
入
手
し
や
す
い
と
い
う
地
の
利
を
得
て
い
た
こ
と
に
注
目
す
る
。

石
垣
氏
は
、
与
那
国
島
が
台
湾
に
隣
接
し
た
島
で
あ
り
、
島
伝
い
に
中
国

大
陸
の
資
源
を
運
び
込
む
極
め
て
重
要
な
中
継
基
地
と
し
て
、
民
間
貿
易

に
よ
っ
て
盛
ん
に
利
用
さ
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
と
す
る
。
こ

れ
こ
そ
が
、
大
竹
祖
納
堂
儀
佐
に
と
っ
て
「
与
那
国
島
の
最
大
の
魅
力
で

あ
っ
た
」
と
推
測
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
西
表
島
と
与
那
国
島
と
の

間
で
起
こ
っ
た
争
い
は
鉄
の
原
材
料
の
獲
得
を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル
が
こ
じ
れ

た
結
果
で
あ
る
と
推
測
し
て
い
る
。

　

な
お
、
西
表
島
だ
け
で
は
な
く
、
八
重
山
諸
島
を
は
じ
め
、
宮
古
諸
島

に
も
「
鍛
冶
」
や
「
鉄
器
伝
来
」
の
伝
承
を
持
つ
島
々
が
あ
る
。
例
え

ば
、
八
重
山
諸
島
で
は
石
垣
島
の
大
浜
村
の
「
崎
原
御
嶽
」、
宮
古
諸
島

で
は
宮
古
島
に
あ
る
「
船
立
御
嶽
」
や
同
島
狩
俣
地
区
に
残
る
「
鉄
器
伝

来
」
伝
承
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
に
残
る
「
鍛
冶
伝
承
」「
鉄
器
伝

来
」
に
よ
れ
ば
、
鍛
冶
技
術
や
鉄
器
は
す
べ
て
東
か
ら
渡
っ
て
き
た
人
々

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
崎
原
御
嶽
で
は
薩
摩
か
ら
、
船
立
御
嶽

に
ま
つ
わ
る
伝
承
で
は
、
久
米
島
か
ら
鉄
器
が
伝
来
し
た
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
狩
俣
地
区
へ
の
鉄
器
伝
来
は
、
海
を
距
て
た
東
正
面
に
あ

る
大
神
島
に
東
か
ら
渡
っ
て
き
た
人
々
が
狩
俣
地
区
に
渡
っ
て
伝
え
た
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
石
垣
氏
が
紹
介
し
て
い
る
竹
富
島
の
「
根

原
金
殿
」
は
、
上
勢
戸
亨
の
記
す
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
屋
久
島
出
身
で
あ

ち
が
外
離
島
付
近
で
暴
風
に
襲
わ
れ
て
南
へ
と
押
し
や
ら
れ
、
や
っ
と
西

表
島
の
ヌ
バ
ン
崎
（
崎
山
）
に
上
陸
で
き
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
石

垣
氏
は
記
し
て
い
な
い
が
、
こ
こ
に
は
い
わ
ゆ
る
「
ヲ
ナ
リ
神
」
信
仰
が

反
映
し
て
い
る
こ
と
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き

た
い
。

　

第
三
に
、「
鍛
冶
神
で
あ
っ
た
大
竹
祖
納
堂
儀
佐
」
で
あ
る
。
石
垣
氏

は
大
竹
祖
納
堂
儀
佐
が
「
鍛
冶
を
す
る
人
物
で
あ
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い

る
。
と
い
う
の
は
、
大
竹
祖
納
堂
儀
佐
を
祀
っ
て
い
る
「
大
竹
御
嶽
」
か

ら
鍛
冶
の
後
に
出
る
「
鉄
鐸
」
が
大
量
に
出
土
し
た
か
ら
で
あ
る
。
石
垣

氏
は
、
大
竹
祖
納
堂
儀
佐
の
子
孫
で
あ
る
大
竹
八
重
雄
氏
の
協
力
を
得

て
、
鉄
を
産
出
し
な
い
西
表
島
で
ど
こ
か
ら
鉄
の
原
料
を
持
ち
込
ん
で
き

た
の
か
に
つ
い
て
、
新
日
本
製
鉄
八
幡
／
た
た
ら
研
究
会
の
大
沢
正
巳
氏

に
分
析
を
依
頼
し
た
。
そ
の
結
果
、
大
竹
鍛
冶
遺
跡
の
鉄
の
原
料
が
中
国

産
（
揚
子
江
沿
岸
）
で
あ
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
結

果
を
受
け
て
、
石
垣
氏
は
、
大
竹
祖
納
堂
儀
佐
が
中
国
大
陸
方
面
と
の
交

易
の
ル
ー
ト
に
よ
っ
て
鉄
の
原
材
料
を
輸
入
し
、
鍛
冶
を
し
て
い
た
こ
と

が
推
測
で
き
る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
氏
は
、
台
湾
の
淡
水
に
膨
大
な

鍛
冶
遺
跡
の
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
そ
れ
と
の
関
連

に
つ
い
て
も
調
査
を
進
め
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
石
垣
氏
が
注
目
し
て
い
る
の
が
与
那
国
島
の
鍛
冶
遺
跡

「
ド
ゥ
ナ
ン
バ
ル
遺
跡
」（
与
那
国
島
空
港
敷
地
内
）
で
あ
る
。
同
遺
跡
は
時

代
的
に
も
西
表
島
の
鍛
冶
遺
跡
と
ほ
ぼ
同
時
代
で
あ
り
、
大
竹
鍛
冶
遺
跡

の
羽
口
と
よ
く
似
た
特
徴
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
共
通
し
て
い
る
と
い
う
。

し
か
し
、
与
那
国
島
も
ま
た
鉄
を
産
出
す
る
島
で
は
な
い
。
石
垣
氏
も
指
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来
記
』
が
残
っ
て
お
り
、
初
代
慶
来
慶
田
城
用
緒
か
ら
十
代
用
州
に
至
る

ま
で
の
慶
来
慶
田
城
家
の
記
録
が
記
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
か
つ
て
こ
の

『
由
来
記
』
を
も
と
に
慶
来
慶
田
城
用
緒
に
つ
い
て
ま
と
め
た
こ
と
が
あ

り
、
本
稿
で
は
、
重
複
す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
、
あ

ら
た
め
て
慶
来
慶
田
城
用
緒
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　
『
由
来
記
』
に
よ
れ
ば
、
慶
来
慶
田
城
用
緒
は
外
離
島
の
野
底
辻
に
居

所
を
置
い
た
有
力
者
の
一
人
で
、
一
五
〇
〇
年
に
石
垣
島
で
勃
発
し
た
オ

ヤ
ケ
・
ア
カ
ハ
チ
の
乱
で
琉
球
王
府
側
に
与
し
、
そ
の
功
績
に
よ
り
、
乱

後
、
王
府
か
ら
「
西
表
首
里
大
屋
子
」
と
い
う
役
名
を
授
け
ら
れ
、
錦
芳

氏
の
祖
と
な
っ
た
。

　
『
由
来
記
』
に
記
さ
れ
た
慶
来
慶
田
城
用
緒
に
関
す
る
記
事
に
お
い

て
、
重
要
な
の
は
次
の
三
点
で
あ
る
。

　

第
一
に
、
慶
来
慶
田
城
用
緒
が
平
久
保
加
那
按
司
を
討
ち
果
た
し
た
こ

と
で
あ
る
。
平
久
保
地
区
を
支
配
し
て
い
た
と
さ
れ
る
平
久
保
加
那
按
司

は
領
民
に
対
し
て
威
勢
を
振
る
い
、
暴
政
を
も
っ
て
の
ぞ
ん
で
い
た
。
慶

来
慶
田
城
用
緒
が
平
久
保
加
那
按
司
を
訪
ね
た
際
、
冷
た
く
あ
し
ら
わ
れ

た
こ
と
で
立
腹
し
、
平
久
保
加
那
按
司
の
暴
政
に
不
満
を
持
つ
領
民
の
協

力
を
得
て
、
平
久
保
加
那
按
司
と
そ
の
妻
子
を
討
ち
果
た
し
た
と
い
う
。

平
久
保
加
那
按
司
に
つ
い
て
は
、
彼
が
登
場
す
る
文
献
が
こ
の
『
由
来

記
』
の
み
で
あ
る
た
め
、
そ
の
実
在
性
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
は
っ
き
り

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
群
雄
割
拠
時
代
に
お
け
る
諸
勢
力
間
の
抗

争
の
一
端
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

　

第
二
に
、
慶
来
慶
田
城
用
緒
が
平
久
保
加
那
按
司
を
討
ち
果
た
し
た

後
、
石
垣
地
区
の
長
田
大
翁
主
を
訪
ね
、
長
田
と
の
間
に
兄
弟
の
契
り
を

り
、
も
う
一
人
、
鉄
器
と
の
関
連
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、「
金
殿
」
の

名
を
持
つ
久
間
原
発
金
殿
は
沖
縄
出
身
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る

と
、
鍛
冶
技
術
と
鉄
器
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
は
東
か
ら
西
へ
と
伝
来

し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
大
竹
祖
納
堂
儀
佐
と
与
那
国
島
と

の
関
係
は
む
し
ろ
逆
で
あ
り
、
石
垣
氏
の
考
察
に
し
た
が
う
な
ら
ば
、
西

（
中
国
大
陸
、
台
湾
）
か
ら
東
（
与
那
国
島
、
西
表
島
）
へ
と
伝
来
し
て
い
る

と
も
解
釈
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
は
「
ど
ち
ら
か
一
方
が
正
し
い
」
と

考
え
る
の
で
は
な
く
、
東
ア
ジ
ア
世
界
全
体
が
鉄
器
の
時
代
を
発
展
さ

せ
、
鍛
冶
技
術
や
鉄
器
が
人
々
の
交
流
の
中
で
普
及
し
て
い
っ
た
と
大
づ

か
み
に
理
解
し
て
お
き
た
い
。

　

以
上
、
石
垣
金
星
氏
の
著
作
を
も
と
に
、
大
竹
祖
納
堂
儀
佐
に
つ
い
て

整
理
し
て
き
た
。
石
垣
氏
は
、
大
竹
祖
納
堂
儀
佐
に
関
す
る
文
字
史
料
が

限
ら
れ
て
い
る
中
で
、
民
話
や
伝
承
、
あ
る
い
は
鍛
冶
遺
跡
な
ど
の
発
掘

調
査
や
そ
の
結
果
な
ど
を
駆
使
し
て
、
大
竹
祖
納
堂
儀
佐
の
実
像
に
迫

り
、
西
表
島
を
取
り
巻
く
国
際
環
境
に
ま
で
考
察
を
進
め
た
。
得
が
た
い

業
績
で
あ
る
。

　（
二
）
慶
来
慶
田
城
用
緒

　

十
五
世
紀
末
、
八
重
山
諸
島
で
は
政
治
勢
力
が
台
頭
し
、
群
雄
割
拠
の

時
代
を
迎
え
た
。
具
体
的
に
は
、
石
垣
島
で
は
石
垣
地
区
の
長
田
大
翁

主
、
平
久
保
地
区
の
平
久
保
加
那
按
司
、
川
平
地
区
の
仲
間
満
慶
山
英

極
、
大
浜
地
区
の
オ
ヤ
ケ
・
ア
カ
ハ
チ
、
波
照
間
島
で
は
明
宇
底
獅
子
嘉

殿
、
与
那
国
島
で
は
サ
カ
イ
・
イ
ソ
バ
、
そ
し
て
西
表
島
の
慶
来
慶
田
城

用
緒
が
挙
げ
ら
れ
る
。
慶
来
慶
田
城
家
に
つ
い
て
は
、『
慶
来
慶
田
城
由
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め
八
重
山
諸
島
の
島
々
も
ま
た
実
質
的
に
琉
球
王
国
の
統
治
を
受
け
る
こ

と
に
な
る
の
で
あ
る
。
事
実
、
先
の
仲
宗
根
豊
見
親
は
与
那
国
島
の
鬼
虎

を
討
っ
て
お
り
、
王
府
の
支
配
は
八
重
山
諸
島
全
体
に
及
ん
で
い
っ
た
の

で
あ
る
。

　

な
お
、『
慶
来
慶
田
城
由
来
記
』
に
は
、
上
記
の
他
に
、「
阿
蘭
陀
船
」

の
漂
着
、
造
船
と
す
ら
所
の
由
来
、
さ
ら
に
は
簡
潔
に
で
は
あ
る
が
、

一
七
七
一
年
に
発
生
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
明
和
の
大
津
波
」
に
関
す
る
記

事
も
記
さ
れ
て
お
り
、
文
献
史
料
が
少
な
い
中
で
、
西
表
島
を
中
心
と
す

る
当
時
の
八
重
山
諸
島
に
関
す
る
貴
重
な
情
報
源
と
な
っ
て
い
る
。

二
．
文
化

　（
一
）
西
表
祖
納
と
星
立
（
干
立
）
の
節
祭

　

西
表
島
に
は
祖
納
、
星
立
（
干
立
）
と
船
浮
に
節
祭
（
シ
チ
）
と
呼
ば

れ
る
祭
祀
が
あ
り
、
一
九
九
一
年
に
は
国
の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。
比
嘉
康
雄
に
よ
れ
ば
、
こ
の
節
祭
が
行
わ
れ
て
い
る
祖
納
と

星
立
（
干
立
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
「
祖
納
が
星
立
（
干
立
）
の
親
村
」

と
言
わ
れ
て
お
り
、
実
際
に
歴
史
的
な
分
村
関
係
は
な
い
よ
う
で
あ
る

が
、
も
と
も
と
節
祭
（
シ
チ
）
は
親
村
の
祖
納
で
は
じ
め
ら
れ
、
星
立

（
干
立
）
は
そ
れ
に
倣
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
と
い
う
（
以
下
、
と
く
に

こ
と
わ
り
が
な
い
限
り
、
説
明
等
は
比
嘉
康
雄
、『
神
々
の
古
層
⑨　

世
を
漕
ぎ

寄
せ
る
［
シ
チ
・
西
表
島
］』、
ニ
ラ
イ
社
、
一
九
九
一
年
か
ら
の
引
用
で
あ
る
）

　

こ
う
し
た
背
景
が
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
本
節
で
は
と
く
に
祖
納
と
干
立

の
節
祭
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

　

比
嘉
は
、
節
祭
に
つ
い
て
「
旧
暦
八
、九
月
の
つ
ち
の
と
亥
の
日
を
シ

結
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
長
田
大
翁
主
は
、
平
久
保
加
那
按
司
と
は
違
い
、

「
西
表
島
に
慶
来
慶
田
城
と
い
う
人
物
が
い
る
こ
と
を
聞
き
及
ん
で
お

り
、
会
い
た
い
と
思
っ
て
い
た
」
と
語
り
、
慶
来
慶
田
城
用
緒
を
丁
重
に

も
て
な
し
た
。
そ
し
て
、
三
日
間
、
長
田
の
下
に
滞
在
し
た
後
、
慶
来
慶

田
城
用
緒
は
長
田
と
兄
弟
の
契
り
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
宮
古

島
の
例
に
な
る
が
、
宮
古
島
で
政
治
勢
力
が
台
頭
し
、
群
雄
割
拠
の
時
代

を
迎
え
た
十
四
世
紀
末
か
ら
十
六
世
紀
の
初
頭
、
按
司
や
殿
を
名
乗
る
有

力
者
た
ち
が
抗
争
を
繰
り
返
す
中
で
「
七
兄
弟
」
と
呼
ば
れ
る
一
種
の
同

盟
が
結
ば
れ
て
、
敵
対
す
る
勢
力
に
対
抗
し
て
い
た
。
慶
来
慶
田
城
と
長

田
の
「
兄
弟
の
契
り
」
も
ま
た
一
種
の
同
盟
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

は
後
の
オ
ヤ
ケ
・
ア
カ
ハ
チ
の
乱
で
機
能
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

第
三
に
、
オ
ヤ
ケ
・
ア
カ
ハ
チ
の
乱
後
、
宮
古
島
の
勢
力
が
八
重
山
諸

島
に
及
ん
で
い
る
こ
と
で
あ
る
。
同
時
期
、
宮
古
島
で
は
仲
宗
根
豊
見
親

が
台
頭
し
て
い
た
。
仲
宗
根
は
ア
カ
ハ
チ
の
乱
に
際
し
て
、
ア
カ
ハ
チ
と

の
間
に
「
離
島
連
合
」
の
結
成
を
模
索
し
て
い
た
と
い
わ
れ
る
が
か
な
わ

ず
、
王
府
に
与
し
て
ア
カ
ハ
チ
の
乱
の
鎮
圧
に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
。

王
府
か
ら
そ
の
功
績
を
讃
え
ら
れ
て
「
忠
導
氏
」
を
賜
わ
り
、
宮
古
頭
職

の
地
位
を
得
た
。『
由
来
記
』
に
よ
れ
ば
、
第
二
代
用
庶
の
代
に
、
宮
古

島
の
豊
見
親
が
八
重
山
諸
島
を
支
配
し
て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、

豊
見
親
が
な
く
な
っ
た
と
い
う
知
ら
せ
を
受
け
て
ア
ヤ
グ
を
歌
い
、
酒
を

飲
ん
で
大
い
に
喜
ん
だ
と
あ
る
の
で
、
そ
の
支
配
が
厳
し
い
も
の
で
あ
っ

た
こ
と
が
推
測
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
オ
ヤ
ケ
・
ア
カ
ハ
チ
の
乱
が

勃
発
し
た
と
き
、
琉
球
王
国
は
第
二
尚
氏
王
統
第
三
代
国
王
尚
真
の
時
代

で
あ
っ
た
。
全
盛
期
と
も
言
わ
れ
る
こ
の
尚
真
の
治
世
に
宮
古
島
を
は
じ



―� ―6

入
場
（
行
列
、
演
技
）

　

1　

�

一
番
旗
（
ガ
ヒ
ヤ
ー
頭
）
出
発
。
舟
頭
、
旗
ふ
り
、
公
民
館
長
も

一
緒
で
あ
る
。
旗
は
前
泊
浜
に
立
て
る

　

2　

�

二
番
旗
（
シ
バ
ガ
キ
）
を
先
頭
に
ミ
リ
ク
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
全
員

出
発

　

3　

ピ
ヨ
ー
シ
（
ヤ
フ
ヌ
手
）

　

4　

ミ
リ
ク
、
ア
ン
ガ
マ
の
行
列
。
フ
ナ
ム
ト
ゥ
（
舟
元
）
に
納
ま
る

フ
ナ
ム
ト
ゥ
の
行
事
（
桟
敷
席
）

　

あ
い
さ
つ　

主
催
者
、
来
賓
ら
の
あ
い
さ
つ

　

ミ
リ
ク
の
舞　

�

ミ
リ
ク
の
舞
い
が
、
全
参
加
者
の
ミ
リ
ク
節
合
唱
で
お

こ
な
わ
れ
、
チ
カ
、
チ
ヂ
ビ
な
ど
の
接
待
が
あ
る

ユ
ー
ク
イ
（
舟
ク
イ
）

　

1　

�

フ
ナ
ム
ト
ゥ
（
桟
敷
）
の
前
に
漕
ぎ
手
た
ち
が
整
列
。
総
責
任
に

よ
る
抽
選
が
あ
り
、
紅
白
の
別
が
決
め
ら
れ
る

　

2　

�

一
回
目　

ゆ
っ
く
り
し
た
櫂
さ
ば
き
を
し
な
が
ら
、
歌
が
う
た
わ

れ
、
競
争
に
入
る

　

3　

�

二
回
目　

競
争
。
桟
敷
に
か
け
上
が
り
、
チ
カ
ら
か
ら
盃
を
受
け

る
。
前
乗
り
は
パ
チ
カ
イ
の
口
上
を
の
べ
る

浜
で
の
芸
能

　

1　

ア
ン
ガ
マ
踊
り

　

2　

狂
言

チ
と
定
め
、
三
日
間
に
わ
た
っ
て
、
独
特
な
芸
能
を
伴
っ
て
お
こ
な
わ
れ

る
ム
ラ
最
大
の
祭
」
で
、「
内
容
は
年
の
節
目
に
当
り
、
海
の
彼
方
か
ら

五
穀
豊
穣
の
ウ
シ
マ
ユ
ー
、
ミ
リ
ク
ユ
ー
を
迎
え
豊
年
と
ム
ラ
人
の
健
康

を
願
う
」
祭
り
で
あ
る
と
記
し
て
い
る
。『
琉
球
国
由
来
記
』
巻
二
十
一

「
年
中
祭
（
祀
之
）
事
」
に
は
「
七
・
八
月
中
ニ
己
亥
日
、
節
ノ
事
」
と
あ

り
、
そ
の
由
来
を
「
年
帰
シ
ト
テ
家
中
掃
除
、
家
・
蔵
・
辻
迄
改
メ
、
諸

道
具
至
迄
洗
拵
、
皆
々
年
縄
ヲ
引
キ
、
三
日
遊
ビ
申
也
」
と
記
し
て
い

る
。
三
日
間
に
わ
た
る
節
祭
の
初
日
を
と
く
に
「
シ
チ
」
と
い
う
が
、
比

嘉
に
よ
れ
ば
、
そ
の
内
容
は
「
身
を
清
め
、
家
を
清
め
、
ム
ラ
を
清
め
、

翌
日
、
新
し
い
ユ
ー
（
幸
い
）
を
迎
え
る
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、『
由

来
記
』
の
記
述
は
こ
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

な
お
、
二
日
目
が
「
ユ
ー
ク
イ
（
世
乞
い
）」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ

り
、
そ
の
内
容
は
「
前
泊
浜
の
フ
ナ
ム
ト
ゥ
（
舟
元
）
と
い
う
祭
場
に
、

ウ
ガ
ン
の
神
々
、
ミ
リ
ク
神
を
侍
ら
せ
、
海
の
彼
方
か
ら
ユ
ー
（
幸
い
）

を
船
で
漕
ぎ
寄
せ
、
そ
の
喜
び
を
数
々
の
芸
能
を
演
じ
て
祝
う
」
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
比
嘉
が
ま
と
め
た
「
シ
チ
（
ユ
ー
ク
イ
）
の
行

事
日
程
表
」
を
見
て
お
き
た
い
。

集
合

　

ド
ゥ
ラ
の
合
図
で
、
公
民
館
に
全
員
そ
れ
ぞ
れ
の
役
の
扮
装
で
集
合

　

ミ
リ
ク
お
こ
し　

�

ミ
リ
ク
役
の
者
が
、
ミ
リ
ク
の
面
を
着
装
し
、
ミ
リ

ク
に
変
身
、
ひ
と
と
お
り
ミ
リ
ク
舞
い
を
し
、
ト
ゥ

ム
ら
が
ミ
リ
ク
節
を
う
た
う
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配
を
振
り
な
が
ら
、
ミ
ル
ク
フ
ァ
（
弥
勒
子
）
と
呼
ぶ
五
尺
の
鉢
巻
き
を

し
た
多
く
の
子
ど
も
を
従
え
な
が
ら
現
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
ミ
リ

ク
は
49
歳
の
男
性
が
役
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
い
っ
た
ん
ミ
リ

ク
に
変
身
す
る
と
、
食
事
も
用
を
た
す
こ
と
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
ミ
リ
ク
行
列
に
お
い
て
、
ミ
リ
ク
は
行
列
の
先
頭
に
立
ち
、
左
右

に
袖
持
ち
に
添
わ
れ
な
が
ら
、
左
手
で
杖
を
つ
き
右
手
に
太
陽
を
デ
ザ
イ

ン
し
た
ヒ
ョ
ー
タ
ン
形
の
う
ち
わ
を
大
き
く
ゆ
っ
く
り
振
り
な
が
ら
、

「
ミ
リ
ク
節
」
で
行
進
す
る
。

　

第
二
に
、
ア
ン
ガ
マ
行
列
と
ア
ン
ガ
マ
踊
り
に
登
場
す
る
二
名
の
「
フ

ダ
チ
ミ
」
で
あ
る
。
石
垣
博
孝
に
よ
れ
ば
、
フ
ダ
チ
ミ
は
慶
来
慶
田
城
用

緒
の
孫
娘
を
指
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
の
娘
は
西
表
島
に
漂
着
し
た
若
者

と
恋
を
し
、
諸
々
の
も
の
を
投
げ
打
っ
て
一
緒
に
島
を
出
た
が
、
数
年
後

に
島
に
戻
り
、
そ
の
際
に
島
民
に
教
え
た
の
が
ア
ン
ガ
マ
踊
り
で
あ
る
と

い
う
。
ア
ン
ガ
マ
行
列
に
お
い
て
、
二
名
の
フ
ダ
チ
ミ
は
先
頭
に
立
ち
、

進
行
方
向
に
向
か
っ
て
右
の
フ
ダ
チ
ミ
に
は
「
ス
ズ
リ
ブ
タ
持
ち
」、
左

の
フ
ダ
チ
ミ
に
は
「
飾
り
ビ
ン
持
ち
」
が
付
き
従
い
、
そ
の
後
に
は
そ
れ

ぞ
れ
五
名
の
ア
ン
ガ
マ
と
一
名
の
ニ
ー
ト
ゥ
イ
（
音
取
）
が
付
き
従
っ

て
、「
与
那
覇
節
」
で
行
進
す
る
。
ア
ン
ガ
マ
踊
り
は
、
浜
に
立
て
ら
れ

た
旗
頭
の
ま
わ
り
に
二
重
円
の
演
形
が
つ
く
ら
れ
て
、
そ
の
中
心
の
内
円

に
フ
ダ
チ
ミ
と
ニ
ー
ト
ゥ
イ
が
2
名
ず
つ
位
置
取
り
、
外
円
に
は
ア
ン

ガ
ー
が
並
ん
で
歌
い
、
踊
る
。
歌
は
「
今
日
ヌ
フ
ク
ラ
シ
ャ
（
舟
元
の

歌
）」「
五
尺
手
拭
」「
グ
グ
ハ
（
鳥
羽
）」「
船
」
の
四
曲
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
フ
ダ
チ
ミ
で
最
も
目
を
引
く
の
が
そ
の
姿
で
あ
る
。
フ
ダ
チ

ミ
は
ク
バ
笠
を
か
ぶ
り
、
そ
の
上
か
ら
黒
朝
衣
（
ク
ル
チ
ョ
ー
）
を
被
っ

　

3　

棒
芸

　

4　

獅
子
舞
い

　

5　

男
の
ア
ン
ガ
マ
踊
り

退
場

　

�

入
場
と
同
じ
隊
列
で
、
祭
場
の
南
側
か
ら
ム
ラ
の
中
道
を
通
り
、
公
民

館
へ
退
場

　

�

チ
カ
、
チ
ヂ
ビ
は
フ
ナ
ム
ト
ゥ
（
桟
敷
）
の
儀
式
で
ア
ン
ガ
マ
の
歌
を

う
た
い
、
同
所
で
解
散

解
散

　

�

ミ
リ
ク
納
め　

ミ
リ
ク
の
面
を
は
ず
し
、
ミ
リ
ク
の
役
の
あ
い
さ
つ
が

あ
る

　

�

酒
宴　

ブ
ガ
リ
ノ
ウ
シ
（
疲
れ
直
し
）
の
酒
宴
が
解
散
場
所
の
公
民
館

に
て
お
こ
な
わ
れ
る

　

上
記
「
行
事
日
程
」
に
登
場
す
る
、
い
く
つ
か
の
役
に
つ
い
て
触
れ
て

お
き
た
い
。

　

第
一
に
、「
ミ
リ
ク
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
八
重
山
諸
島
を
中
心
に
見
ら

れ
る
「
弥
勒
信
仰
」
に
基
づ
く
来
訪
神
で
あ
り
、「
ミ
ル
ク
」
と
も
呼
ば

れ
る
。『
沖
縄
民
俗
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
）
に
よ
る
と
、
ミ
リ
ク
は
「
弥

勒
世
果
報
」（
ミ
ル
ク
ユ
ガ
フ
ー
）
と
い
う
豊
年
を
も
た
ら
す
存
在
で
、
布

袋
の
よ
う
な
面
相
の
面
を
付
け
、
浅
黄
の
袖
の
長
く
垂
れ
た
打
掛
に
大
帯

を
締
め
た
ゆ
っ
た
り
し
た
服
装
で
、
左
手
に
杖
を
持
ち
、
右
手
に
持
つ
軍
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て
全
身
を
覆
い
、
右
手
に
扇
子
を
閉
じ
て
持
っ
て
お
り
、
そ
の
姿
は
実
に

謎
め
い
て
い
る
。
こ
の
フ
ダ
チ
ミ
の
衣
装
に
つ
い
て
は
、
伊
波
悦
子
が

「
節
祭
の
衣
装
考
」
で
、
古
い
ク
ル
チ
ョ
ー
は
公
民
館
に
保
管
し
て
あ
り
、

「
琉
装
で
仕
立
て
ら
れ
布
巾
い
っ
ぱ
い
使
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
す
っ
ぽ

り
被
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
襟
も
い
っ
ぱ
い
使
い
耳
も
そ
の
ま
ま
で
あ
る
。

そ
し
て
ト
ン
ボ
の
羽
の
よ
う
に
透
け
る
ほ
ど
う
す
く
織
ら
れ
て
い
る
の
で

あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
仮
面
を
か
ぶ
る
の
で
は
な
く
、
顔
ま
で
も
隠
し

て
、
全
身
が
ク
ル
チ
ョ
ー
で
包
ま
れ
て
し
ま
う
た
め
に
、
見
た
目
に
異
様

な
感
じ
を
与
え
る
。
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
衣
装
に
な
っ
て
い
る
の
か
、

ま
っ
た
く
謎
で
あ
る
。

　

な
お
、
星
立
（
干
立
）
の
節
祭
に
つ
い
て
は
、
内
容
と
し
て
は
祖
納
の

も
の
と
同
じ
で
あ
る
が
、
フ
ダ
チ
ミ
が
登
場
し
な
い
こ
と
と
、
オ
ホ
ホ
と

呼
ば
れ
る
道
化
が
登
場
す
る
の
が
大
き
な
相
違
で
あ
る
と
言
え
る
。
石
垣

博
孝
に
よ
れ
ば
、
オ
ホ
ホ
は
「
オ
ホ
ホ
ホ
」
と
裏
声
を
発
し
な
が
ら
、
ミ

ル
ク
（
ミ
リ
ク
）
の
行
列
に
ち
ょ
っ
か
い
を
出
す
が
、
相
手
に
さ
れ
な

い
。
更
に
オ
ホ
ホ
ホ
を
連
発
し
、
膝
を
が
く
が
く
震
わ
せ
な
が
ら
、
誰
れ

彼
れ
か
ま
わ
ず
近
寄
っ
て
い
く
が
、
や
は
り
無
視
さ
れ
る
。
つ
い
に
は
行

列
の
行
方
を
寂
し
く
み
つ
め
て
、
ぼ
う
然
と
佇
み
、
背
中
の
風
呂
敷
包
み

を
お
ろ
し
て
拳
を
か
た
め
、
ぎ
く
し
ゃ
く
と
し
た
踊
り
を
行
な
う
。
舞
い

終
る
と
再
び
包
み
を
か
つ
い
で
去
っ
て
い
く
。
こ
ち
ら
も
正
体
が
不
明

で
、
そ
の
存
在
自
体
が
謎
め
い
て
い
る
。
哀
愁
あ
る
い
は
悲
し
み
を
漂
わ

せ
て
は
い
る
が
、
そ
の
反
面
、「
オ
ホ
ホ
ホ
」
と
い
う
裏
声
で
発
せ
ら
れ

る
叫
び
声
な
ど
、
不
気
味
さ
も
感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
こ
の
オ
ホ
ホ

が
、
な
ぜ
、
星
立
（
干
立
）
の
節
祭
に
登
場
す
る
の
か
、
換
言
す
れ
ば
、

な
ぜ
、
祖
納
の
も
の
に
は
登
場
し
な
い
の
か
、
興
味
が
持
た
れ
る
。
そ
れ

は
、
星
立
（
干
立
）
の
節
祭
に
、
な
ぜ
、
フ
ダ
チ
ミ
が
登
場
し
な
い
の
か

と
い
う
問
題
意
識
に
も
つ
な
が
る
。

　（
二
）
ア
カ
マ
タ
・
ク
ロ
マ
タ

　

冒
頭
に
記
し
た
と
お
り
、
こ
の
秘
祭
に
つ
い
て
は
祭
自
体
が
島
外
の
人

び
と
に
は
決
し
て
観
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
た
め
、
本
稿
で
も

記
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
但
し
、
仙
台
出
身
で
、
一
八
九
八
年
か
ら

一
九
三
二
年
ま
で
の
長
き
に
亘
っ
て
石
垣
島
測
候
所
に
勤
務
し
た
岩
崎
卓

爾
が
、
そ
の
著
『
ひ
る
ぎ
の
一
葉
』
に
「
あ
か
ま
た
祭
ニ
就
テ
ノ
私
見
」

と
い
う
短
い
文
章
を
残
し
て
い
る
の
で
、
そ
れ
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た

い
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
西
表
島
に
つ
い
て
、
歴
史
と
文
化
に
焦
点
を
あ
て
て
ま
と
め
て

き
た
。
し
か
し
、
歴
史
と
文
化
と
い
え
ど
も
、
こ
れ
で
そ
の
す
べ
て
が
語

ら
れ
た
わ
け
で
は
な
い
し
、
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
冒

頭
に
記
し
た
と
お
り
、
民
俗
学
や
地
理
学
、
生
物
学
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
様

ざ
ま
な
学
問
領
域
で
考
察
す
べ
き
課
題
は
残
っ
て
い
る
。
今
後
の
研
究
の

さ
ら
な
る
進
展
に
期
待
し
た
い
。
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